
令和3年3月5日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応
した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的
な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

2
１：

40％
未満 Ｄ 0

3

１．ホームページ等により、学校だより
などの他、非常事態における登校対
応や行事参観に関するお願いなどを
発信した。

２．コロナ禍での地域教育連絡協議会
で、学校生活の様子を報告は、ポス
ティングも使って行った。資料により授
業公開日や行事の様子をお伝えし
て、評価いただけるよう努めていく。

３．遊漁船組合の協力によるカサゴの
稚魚放流を行った。地域の企業・店舗
の協力により、職場体験の代わりに職
場の方に来校いただき、生徒が話しを
聞く会をも設定した。

Ａ 5

◆今年は行事がほとんど中止となり、地域
行事で中学生のボランティアの活躍の場が
なかったです。次年度は何とか実施したい
です。

◆地域教育連絡協議会では、写真やスライ
ドを用いて、学校や生徒の様子、取り組み
内容を、丁寧に説明してくださいました。コ
ロナ禍ではありますが、大森第一中学校は
感染防止対策に配慮しながらも、保護者や
地域に学校公開に機会を提供するなど、地
域に開かれた学校づくりをされていると強く
感じています。

◆昨年の臨時休校を機に、家庭への情報
発信、情報共有ツールとしてホームページ
等を活用されていらっしゃいます。今後も積
極的なご活用を期待しております。

３：
60％
以上 B 0

２：
60％
未満 Ｃ

4

4

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
っ

て
と
も
に
進

め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

2

○教員や生徒・保護者
へのアンケートの回答

以下の設問への肯定的
な回答の割合

・生徒は、学校からの各
種便りやお知らせなど
の配布物を保護者に見
せている。

・学校は、地域の力（保
護者以外）を生徒の教
育活動に活かしてい
る。

66.4％

４：
80％
以上

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

3

◆今年は満足に授業時間がとれなかったと
思います。その中で工夫して、さまざまな学
習行事を行い、大変だったと思います。お
疲れ様でした。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

2
３：

60％
以上 Ｂ 0

Ｃ 0

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

3

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

1
２：

60％
未満

１．授業公開日のご意見の集約を全
教員にフィードバックし、授業改善につ
なげている。

２．夏季授業改善セミナーは中止と
なったが、校内研修の研究授業協議
会では、主任教諭を中心に助言をお
こなった。

３．区内小中学校の研究発表会は、
中止やオンライン開催が多かったが、
研究成果を授業改善や学校の取組改
善に生かしていきたい。

４．今年度は特別支援教室開設となっ
たが、教員の十分な理解のもと生徒・
保護者の支援にあたれるように、これ
からも必要な研修を進めていく。

５．学級担任による面談と二行日記、
スクールカウンセラーによる面接やア
ンケート、サポートルームの指導報告
などにより、個々の生徒を多角的にと
らえることができた。

Ａ 5

１：

40％
未満 Ｄ 0生徒面談及び二行日記、スクールカウンセ

ラーによる全校生徒面接等を通して、教育
活動の基盤となる生徒理解を深める。

4

１．「早寝・早起き・朝ごはん」月間に、
資料プリントの配付や朝礼、学活での
講話を行い、意識啓発を行った。

２．季節のメニューや食材の産地に関
する情報や栄養に関する知識などを、
給食だよりで紹介した。

３．全教員が体育的行事や部活動指
導において、生徒の個性や能力に
合った指導を行うことで、自己肯定感
の向上を目指した。

Ａ 5

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

3

○教員や生徒・保護者
へのアンケートの回答

以下の設問への肯定的
な回答の割合

・学校は、環境美化に
積極的に取り組んでい
る。

・家庭で学校生活につ
いて話をしている。

86.3％

４：

80％
以上

◆身体が一気に成長する時期なので、食
生活、しっかり食べることが大切だ。スポー
ツも大切だ。スポーツが楽しいと思えること
が大切だ。

◆中学生という成長の著しい時期に、食育
を含めた健康・体力づくりに力を入れておら
れることから、学校の自己評価は適切であ
ると考えます。

３：
60％
以上 B 0

２：
60％
未満 Ｃ 0

１：
40％
未満 Ｄ 0

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健

康
の
増
進

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

2

○教員や生徒・保護者
へのアンケートの回答
 
以下の設問への肯定的
な回答の割合

・学校行事は楽しく充実
している。

・保護者は、生徒のよい
ところや改善すべきとこ
ろを理解している。

84.6％

４：
80％
以上

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

0

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

4

１：

40％
未満

Ｄ 0問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

3

4

１．学習規律について教員が共通理
解して共通の指導をすることで、生徒
の規範意識を高めることを目指した。
小中一貫教育の会が持てなかったの
で、小学校との生活のきまりの確認を
も進めたい。

２．道徳授業地区公開講座で学年ごと
に主題を設定し資料を活用した授業
を行い、保護者が参加する意見交換
会を行った。

３．学校生活調査（メンタルヘルス
チェック）の結果を職員、スクールカウ
ンセラーで共有し、必要な生徒に対し
て組織的な対応を行った。

４．教員は休み時間などできるだけ生
徒への声かけや行動観察を行ってい
る。各種調査や相談週間の設定など
により、いじめの未然防止や早期発見
に努めた。

５．いくつかの必要な事案について
は、外部機関の関係者も参加する
ケース会議を実施し、対応について協
議した。

Ａ 5

◆小中一貫教育はとても良いと思う。中学
生時代の自我の芽生えとともに心理面が不
安定となり、大変な時期だと思う。よくサ
ポートしてあげることが大切だと思う。

◆保護者アンケートから、保護者の学校の
取り組みに対する評価の高さがうかがえま
す（9割超）。地域教育連絡協議会で訪問し
た際、生徒さんたちが自らあいさつをしてく
ださり、大変うれしかったです。先生方と生
徒さんの関係もほほえましく、アットホーム
な雰囲気を感じとることができました。

◆今年度は地域行事や学校行事の中止・
縮小が多く、音楽祭が生徒たちの様子をう
かがい知る貴重な機会となりました。合唱
中はもちろん、移動や鑑賞の態度も真面目
で立派なものでした。また、休憩時間中の
無邪気で賑やかな生徒たちの姿に、落ち着
いた学校生活が送れているのだと安堵しま
した。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

2
３：

60％
以上 Ｂ 0

Ｃ

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を
尊重する心を
育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

○教員や生徒・保護者
へのアンケートの回答

以下の設問への肯定的
な回答の割合

・学校は、いじめや暴力
のない学校づくりに積
極的に取り組んでい
る。

・教員は、生徒を理解し
て相談事や悩みについ
て親身に対応している。

91.3％

４：

80％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3
２：

60％
未満

１：

40％
未満

Ｄ 0

4

１．１学期末と２学期末の面談で、定
期考査や学習効果測定の結果をまと
めた学習カルテをもとに、学習のつま
ずきや学習方法について指導を行っ
た。

２．ステップ学習チェックシートなどを
利用しながら自分の分からないところ
を確認することで、習熟度別少人数指
導を有効に活用していく。

３．「平日の火・木の放課後」「年間６
回の土曜日」「夏季休業中の５日間」
で、学習指導講師による数学・英語の
補習を実施した。

４．大田区学習効果測定の分析をもと
に、小学校と情報共有しながら指導の
重点を決定し、授業改善推進プランの
内容を生かして授業を進めた。

Ａ 5

◆ステップ学習チェックシートなど、自分の
理解度を目で見て分かるのはとても良い。
（昔はなかった）

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

3

３：

60％
以上

Ｂ 0

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生かす。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

3

○教員や生徒・保護者
へのアンケートの回答

以下の設問への肯定的
な回答の割合

・教員は、「わかりやす
い授業を行うために指
導方法を工夫・改善し
ている。

・教員は、評価・評定を
適正に行っている。

88.0％

４：

80％
以上

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

4

２：

60％
未満

4

Ｃ 0

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

１：

40％
未満 Ｄ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

5

◆これからの社会では外国語は必須だと思
う。読む、書くだけでなく、聞く、話すことは
大切だ。オールイングリッシュの授業はとて
もよい取組だと思う。

◆コロナ禍で体験学習の実施が困難であっ
たことがうかがえます。その中でも外国語
やICTを活用したコミュニケーション能力向
上に取り組まれたり、道徳の授業を通して
子どもたちが社会に対応できる力をつけら
れるよう様々なカリキュラムを考えられてい
ます。自己評価は適切であると考えます。

◆（以下の欄）すべてに共通ですが、コロナ
対応の中、教育活動が大変であったと思い
ます。いろいろ考えられた対応をありがとう
ございました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

1
３：

60％
以上 Ｂ 0

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3
２：

60％
未満

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の

育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

○教員や生徒・保護者
へのアンケートの回答

以下の設問への肯定的
な回答の割合

・教員は、評価・評定の
方法を生徒に十分説明
している。

・生徒会活動や委員会
活動は充実している。

・生徒は地域の一員と
して自覚をもち、地域の
活動に貢献している。

79.8％

４：

80％
以上

3

【アンケート回答 保護者：173名 生
徒：223名】

１．外国語教育指導員を活用しなが
ら、本校教員もオールイングリッシュ
の授業進行に努め、英語によるコミュ
ニケーション能力育成に取り組んだ。

２．美術・技術・家庭でものづくりに取
り組んだ作品や、上級学校訪問や出
張職場体験などをまとめた新聞を作
り、校内展示会に出品した。

３．授業ではＩＣＴ機器を活用した授業
を行いながら、研修では全ての教員
が学習用タブレットのオンラインによる
活用の仕方などについて学んだ。

４．道徳授業地区公開講座で学年ごと
に主題を設定し資料を活用した授業
を行い、保護者が参加する意見交換
会を行った。

５．縄跳び週間は、授業の中での取り
組みに変更して行った。マラソン大会
は行事の精選により中止となり、2,3年
生のみ授業の中で行った。

Ａ

令和２年度　大田区立大森第一中学校　自己評価　報告書

◆教育目標　「共感・納得・理解できる指導」を基盤として、生徒・保護者や地域の信託に応える教育活動を推進し、公教育の使命を果たすため、以下の目標を掲げる。
　　　　　　　　・きまりを守り、責任を果たす人になろう　・自ら進んでよく学びよく働く人になろう　・心身ともに健康で情操豊かな人になろう　・互いに尊重しあい思いやりのある人になろう
◆生徒数　　全校生徒２３１名（１年：７０名、２年７９名、３年８２名）　　　◆教員数　　１６名
◆学級数　　７学級（１年：２学級、２年：２学級、３年：３学級）
◆特色ある教育活動　全校道徳、カサゴ稚魚放流、池上自動車学校と連携した自転車安全教室、ツーウェイコミュニケーション、学習新聞作り、ボランティア活動

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


